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　三原市中学校吹奏楽まつりが９月19日、芸術文化セン
ター ポポロで開催され、市内９つの中学校吹奏楽部の生
徒たちが日頃の練習の成果を披露しました。「新型コロナ
ウイルス感染症の拡大で、人前で演奏する機会がなくな
った生徒たちに練習の成果を披露する機会を作りたい」と
教諭らでつくる市中学校音楽部会が企画。感染拡大防止
のため、無観客で行われましたが、生徒たちは久しぶり
の舞台を楽しみまし
た。演奏の様子は
後日、三原テレビ放
送とFMみはらでも
放送されました。

　久井町で活動する地域おこし協力隊員に、神奈川県茅
ケ崎市から転入した藤原亜美さん（写真左）が着任しまし
た。任期は10月１日から最長３年です。空き家･古民家の
再生や、移住者の受け皿づくり、各種ワークショップの開
催などに取り組む予定です。岡田市長から依頼状を受け
取った藤原さんは「イベント
の開催などを通じて、地域
の人と移住に興味がある人
をつなげていきたい」と抱
負を語りました。
問  地域企画課
　（☎0848・67・6011）

　観光型高速クルーザー「S
シ ー
EA S

ス ピ カ
PICA」の

定期運航が10月２日に始まり、三原港で
三原やっさ踊り振興協議会の皆さんや関係
者らが出迎えました。SEA SPICAは12月
14日までの金～月曜日に広島港と三原港
間を１日１往復します。新たな観光列車
「e

エ ト セ ト ラ
tSETOra」の運行も10月３日に始まり、

JR三原駅で三原高校器楽部OB会の皆さん
が演奏を行う中、関係者らが手旗を振って
歓迎しました。etSETOraは金～月曜日と
祝日に、往路はJR広島駅から呉線経由で
尾道駅へ、復路は尾道駅から山陽本線経由
で宮島口駅までを１日１往復します。
問  観光課（☎0848・67・6015）

　敬老の日（９月21日）にちなみ岡田市長が9月24日、特
別養護老人ホーム梅菅園を訪れ、今年度に100歳を迎え
る佐々木 政惠さん（写真中）と岡田年江さん（写真左）の２
人にお祝い状と記念の銀杯を贈り、長寿を祝いました。長
生きの秘

ひけつ
訣について佐々木さんは「何でも自分でやること

です」、岡田さんは「のん
気に暮らすことですね」
と笑顔で話しました。市
内では今年度、57人が
100歳を迎えます。
問  高齢者福祉課
  （☎0848・67・6054）

　新斎場「みはらしの杜」（高坂町許山）の利用が10月12
日に始まりました。１日最大11件の火葬が可能で、市
全域をカバーします。外観は周辺の風景に溶け込むよ
う落ち着いたデザインを採用。建物の広さは旧斎場の
約3.7倍（約2,300平方メートル）です。40人収容の待合
室を４室設けたほか、キッズスペースや授乳室など会
葬者が安心して利用できる環境を整えました。市民は
無料で利用できます。
利用申し込み　
市民課･各支所地域振興
課または各葬祭業者へ
問  生活環境課
　(☎０８４８･67･６１７８)
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